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主審 副審

清水 嘉数
No. 得点 3P 2P FT Ｆ R As No. 得点 3P 2P FT Ｆ R As

4 ＊ (C) 19 2 6 1 1 0 0 4 ＊ (C) 8 2 1 0 3 0 0

5 ＊ 13 0 4 5 3 0 0 5 ＊ 20 3 5 1 5 0 0

6 ＊ 2 0 0 2 0 0 0 6 ＊ 4 0 2 0 3 0 0

7 - - - - - - - 7 ＊ 24 0 11 2 1 0 0

8 - - - - - - - 8 ＊ 2 0 1 0 3 0 0

9 - - - - - - - 9 0 0 0 0 4 0 0

10 - - - - - - - 10 - - - - - - -

11 - - - - - - - 11 - - - - - - -

12 - - - - - - - 12 - - - - - - -

13 ＊ 4 0 1 2 4 0 0 13 - - - - - - -

14 - - - - - - - 14 - - - - - - -

15 - - - - - - - 15 - - - - - - -

16 - - - - - - - 16 - - - - - - -

17 - - - - - - - 17 - - - - - - -

18 ＊ 17 1 5 4 3 0 0 18 - - - - - - -

55 3 16 14 11 0 0 58 5 20 3 19 0 0

＊…スターター　(C)…キャプテン　3P…3点シュート　2P…2点シュート　FT…フリースロー　Ｆ…ファウル　Ｒ…リバウンド　As…アシスト
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清水ボールから始まった1Qだが、両チームとも動きが硬い。ディフェンスはマンツーマンで守る。お互いにシュートが入らないが、嘉数#4大城の3Pで先制する。清水#4野間がジャ

ンプシュートで2点を返す。清水#18中園のドライブで崩そうとするが、得点には結びつかない。嘉数#5多和田のステップイン、#7中村のリバウンドシュートで得点を重ねる。一方、

清水は#18中園がジャンプシュートを決め、#5源川がファールを誘い、フリースローを２本しっかり決める。終盤は清水のボール支配率が高くなり、14-11で清水リードで終了する。

2Qは嘉数ボールから始まる。お互いにフリースローを1本ずつ決め、互角のスタートを切る。その後も清水は#4野間、#18中園の個人技で攻め、嘉数は#7中村のインサイドプレーで

得点を重ね、一進一退の攻防を繰り返す。その後、嘉数は#9豊里を投入し流れを変えようとする。清水は#18中園を中心に攻めるが、嘉数のディフェンスのプレッシャーが強く、なか

なか得点に結びつかない。一方嘉数は残り1分を切り、#5多和田が積極的に攻め、終了間際の3Pを含め連続6点を挙げ逆転する。嘉数が28-27の1点リードで前半を終了する。

3Q嘉数は#5多和田の連続3Pなどで一気に6点差になる。清水は後半開始後2分しか経過していないが、たまらずタイムアウトをとる。清水は#4野間の個人技で食い下がり、流れを一

旦呼び戻し、2点差まで迫る。しかし、嘉数は残り4分を切って#9豊里を投入し、清水#4野間へのフェイスガードで、執拗なディフェンスをする。その後も両チーム互角の攻防を繰り

広げるが、最後は、嘉数#4大城の3Pで、47-42の5点差で終了する。

4Qは両チームとも激しいディフェンスで、ゴールを死守しようと運動量を増やす。清水は#5源川、#18中園の得点で1点差に詰め寄る。残り3分を切り、清水#13朝倉のバスケットカ

ウントにより、ついに逆転をする。しかし、嘉数も#7中村にボールを集め確実に得点を重ね、再逆転をする。嘉数3点リードの残り1分で清水がタイムアウトを取る。嘉数は#7中村の

リバウンドで粘るが、24秒オーバータイムになる。残り21秒で、清水が2回目のタイムアウトをとる。しかし、清水も攻めきれずに、ターンオーバーで嘉数ボールになり、そのまま

58-55でタイムアップになる。最後はインサイドで確実に得点を重ねた嘉数に軍配が上がった。両チームともディフェンスに頑張り、逆転につぐ逆転を繰り返し、目の離せない好ゲー

ムであった。
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